
今回は県立高校の入試に関する情報を提供していきたいと思います。県立高校入試の概

要を以下にまとめます。（今日、明日と平成２９年度県立Ⅱ期選抜が行われています。）

Ⅰ 全日制・定時制

ねらい・特徴 出 願 選抜方法・資料

・各高校の特色に応じて受 ・各高校は「志願してほし ・志願理由書

験生が主体的に高校を選 い生徒」と選抜方法を明 ・調査書

Ⅰ 択し出願できる選抜。 示。 ・面接（学校・学科によっ

期 ・各高校は受験生の個性や ・自ら志願する動機・理由 ては、学習に関する問題

選 学ぶ意欲を重視し特色あ が明白かつ適切である者 を含む）

抜 る選抜を実施。 が出願できる。 ・学校・学科により小論文

・募集定員の１０～４０％ （作文）、実技等も実施。

の範囲で設定。

Ⅱ ・中学校における学習活動 ・Ⅰ期選抜合格内定者は出 ・調査書

期 の成果を総合的にみる選 願できない。 ・学力検査

選 抜。 ・学校・学科により面接も

抜 実施。

・受験生の学ぶ意欲や高校 ・Ⅰ期・Ⅱ期選抜受験の有 ・調査書

Ⅲ で学ぶ機会を保障するこ 無にかかわらず出願でき ・面接

期 とを重視した選抜。 る。 ・小論文（作文）

選 ・Ⅰ期・Ⅱ期選抜で定員を

抜 充足しない学校・学科で

実施。

Ⅱ 通信制（郡山萌世：普通科）

ねらい・特徴 出 願 選抜方法・資料

・自学自習を柱とする学習 ・２月中旬～３月上旬 ・調査書等

通 活動を行う。 ・学力検査は実施しない。

信 ・単位を認定されるために

制 はリポートの提出、スク

ーリングの出席、テスト

に合格することが必要。

この制度は現在、以下のように見直しが行われています。

① Ⅰ期（自己推薦）とⅡ期（学力検査）を「前期選抜」として統合し、両方に学力

検査を課す。

② Ⅲ期選抜は「後期選抜」として継続する。

③ 平成３２年度入試（現在小学校６年生が受験する年）から導入される予定。

この見直しの背景には、「学力の底上げ」をしたいという狙いがあるようです。現行の

制度では、Ⅰ期の合格内定者が三学期の早い段階で受験勉強を終えてしまうので、学習意

欲が低下した状況で高校入学を迎えてしまうという点が指摘されていました。制度を見直

していく背景を踏まえた上で、高校入試、高校入学に向けた準備をしていかなくてはいけ

ませんね。平成３２年度からだから関係ないでは済まされそうにない問題です。


